
宋
代
の
こ
ろ
日
本
の
学
僧
で
多
数
の
有
名
な
ひ
と
が
入
宋
し
て
お
り
、
い
ま
か
ら
九
百
年
も
前
の
交
通
困
難
な
時
代
の
こ
と
で
あ
る
と

思
え
ば
＄
日
中
佛
教
の
接
触
が
意
外
に
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
に
お
ど
ろ
く
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
と
に
注
意
す
等
へ
き
は
、
こ
れ
ら
入
宋
の
学
僧

の
な
か
に
、
日
本
の
佛
教
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
人
物
が
多
数
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
暦
九
八
三
年
、
三
諭
宗
の
術
然
（
？
’
一
○
一
六
）
が
入
宋
し
、
一
○
○
三
年
に
は
天
台
宗
の
源
信
の
門
人
寂
照
（
九
六
二
’
一
○
三

四
）
が
入
宋
し
て
四
明
に
行
き
知
礼
に
面
接
し
、
源
信
の
天
台
教
学
に
関
す
る
二
十
七
条
の
質
疑
を
提
出
し
た
。
さ
ら
に
一
○
七
二
年
、
参

天
台
五
台
山
記
の
著
者
と
し
て
有
名
な
成
尋
（
一
○
二
’
一
○
八
一
）
が
頼
縁
以
下
七
人
を
伴
っ
て
入
宋
し
、
一
ニ
ハ
八
年
三
月
日
本
臨

済
宗
の
開
祖
栄
西
（
二
四
一
’
一
二
一
五
）
が
天
台
山
に
入
り
、
九
月
ひ
と
た
び
日
本
に
帰
っ
た
が
、
二
八
七
年
ふ
た
た
び
入
宋
し
、
天

童
山
で
禅
を
学
び
二
九
一
年
帰
国
し
た
。
さ
ら
に
二
九
九
年
京
都
泉
湧
寺
の
開
基
で
、
楽
邦
文
類
や
楽
邦
遺
稿
を
日
本
に
将
来
し
た

俊
秘
（
二
六
六
’
一
三
一
七
）
が
入
宋
し
、
八
年
の
あ
い
だ
天
台
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
一
三
三
年
に
は
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
（
一

恵
心
僧
都
と
四

ｌ
趙
宋
期
に
お
け
る
日
中
天
台
の
交
流
Ｉ

I

知
礼
（
上
）

安
藤
俊
雄
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二
○
○
’
二
一
五
三
）
が
入
宋
し
、
五
年
の
あ
い
だ
曹
洞
禅
を
学
ん
だ
。

以
上
は
宋
代
に
入
宋
し
た
著
名
な
学
僧
の
一
部
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の
学
僧
の
入
宋
す
る
も
の
が
多
か
っ
た

の
は
、
日
本
の
佛
教
者
に
と
っ
て
中
国
が
印
度
に
次
ぐ
佛
教
の
本
国
で
あ
り
、
三
論
・
天
台
・
華
厳
な
ど
の
諸
宗
は
も
と
も
と
中
国
に
お

い
て
開
創
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
入
宋
す
る
こ
と
が
佛
教
の
新
し
い
知
識
修
得
の
た
め
の
も
っ
と
も
理
想
的
な
道
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
ま
た
会
昌
の
法
難
以
後
中
国
の
佛
教
関
係
の
典
籍
が
煙
滅
し
た
た
め
中
国
側
が
五
代
の
頃
か
ら
積
極
的
に
朝
鮮

や
日
本
に
使
者
を
派
遣
し
て
教
籍
の
入
手
に
努
め
＄
自
然
両
国
の
関
係
が
密
接
と
な
り
宋
国
の
側
で
も
日
僧
の
入
宋
を
歓
迎
し
た
た
め
で

も
あ
る
。
そ
こ
で
宋
代
に
お
け
る
日
中
佛
教
の
こ
う
し
た
密
接
な
関
係
か
ら
い
か
な
る
結
果
が
生
れ
た
か
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
を

も
っ
て
い
る
。
い
ま
は
主
と
し
て
四
明
天
台
の
大
成
者
と
し
て
有
名
な
知
礼
（
九
六
○
’
一
○
二
八
）
と
日
本
天
台
恵
心
流
の
祖
た
る
源
信

（
九
四
二
’
一
○
一
七
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
守
へ
た
い
と
お
も
う
。

源
信
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
年
）
、
自
著
の
往
生
要
集
、
恩
師
の
慈
慧
僧
正
良
源
の
観
音
讃
、
著
作
郎
慶
滋
保
胤
の
撰
に
な
る
日
本
往
生

伝
、
十
六
相
讃
、
進
士
為
憲
の
法
華
経
賦
を
台
州
の
僧
周
文
徳
に
託
し
て
天
台
山
へ
贈
っ
た
。
往
生
要
集
の
末
尾
に
附
し
て
あ
る
川
文
徳

の
書
状
に
よ
れ
ば
、
天
台
山
国
清
寺
で
は
非
常
に
喜
ん
で
、
わ
ざ
わ
ざ
五
百
余
人
か
ら
浄
財
を
募
っ
て
五
百
間
の
廊
屋
を
新
築
し
て
こ
れ

を
安
置
し
、
興
隆
佛
法
の
洪
基
、
往
生
極
楽
の
因
縁
と
し
て
尊
重
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
源
信
と
中
国
天
台
と
の
最
初
の
接
触
で
あ
る
。

さ
て
そ
の
後
九
九
一
年
、
務
（
婆
）
州
雲
黄
山
の
行
進
（
辿
？
）
が
源
信
に
教
巻
を
贈
り
、
そ
の
翌
年
三
月
、
源
信
は
因
明
論
疏
四
相

違
略
註
釈
三
巻
を
宋
の
商
客
楊
仁
侶
に
附
し
行
進
（
辿
）
に
送
り
、
法
相
宗
の
学
者
に
贈
っ
て
批
評
す
る
こ
と
を
請
う
た
。
こ
れ
は
本
書

の
序
文
に
源
信
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
十
四
年
前
の
貞
元
三
年
ゞ
源
信
が
広
学
竪
義
に
推
さ
れ
た
と
き
慈
恩
大
師
の
因
明
入
正
理
論
疏
に

対
し
て
数
家
の
説
を
加
え
て
解
説
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
大
正
・
六
九
巻
参
照
）
・
そ
の
後
九
九
五
年
、
宋
の
山
外
派
の
源
清
が
自
著
の

二二
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一
六
五
七
年
、
法
華
示
珠
指
な
ど
五
部
の
書
物
が
源
清
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
き
、
も
と
も
と
源
清
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た

が
～
日
本
朝
廷
の
命
に
よ
り
公
式
に
こ
れ
ら
五
部
の
書
物
に
対
し
て
日
本
天
台
の
側
か
ら
厳
正
な
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
元
亨

釈
害
に
よ
れ
ば
（
国
史
大
系
一
四
）
、
示
珠
指
の
上
巻
を
実
因
、
下
巻
を
勧
修
、
龍
女
成
佛
義
を
園
城
寺
の
慶
称
が
批
評
し
、
十
六
観
経
記

上
巻
を
源
信
、
同
下
巻
を
覚
運
、
鴻
羽
の
佛
国
荘
厳
論
を
静
照
、
慶
昭
の
心
印
銘
を
安
慶
と
聖
救
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
論
評
破
析
し
、
源

信
が
間
も
な
く
残
し
た
の
で
生
前
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
破
析
の
文
を
と
き
の
天
台
座
主
覚
慶
の
公
式
の
返
耆
と
と
も
に
宋

国
へ
送
っ
た
。
山
門
派
と
寺
門
派
の
代
表
的
な
学
者
を
動
員
し
て
中
国
天
台
の
山
外
派
に
対
す
る
批
判
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
国

法
華
示
珠
指
（
十
不
二
門
示
珠
指
を
指
す
）
二
巻
、
龍
女
成
佛
義
一
巻
、
十
六
観
経
記
（
観
無
量
寿
経
疏
顕
要
記
を
指
す
）
二
巻
、
源
清
の
友
人

の
鴻
羽
の
佛
国
荘
厳
論
一
巻
、
源
清
の
門
人
慶
昭
の
心
印
銘
一
章
を
日
本
に
贈
り
、
宋
地
に
闇
失
し
て
い
る
天
台
大
師
の
仁
王
般
若
経
疏
、

弥
勒
成
佛
経
疏
、
小
阿
弥
陀
経
疏
並
決
疑
、
金
光
明
経
玄
義
井
疏
、
六
祖
湛
然
の
華
厳
骨
目
な
ど
の
返
贈
を
要
請
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と

が
あ
っ
て
六
年
後
の
一
○
○
三
年
、
源
信
の
門
人
寂
照
（
九
六
二
’
一
○
三
四
）
が
天
台
に
関
す
る
質
疑
二
十
七
条
を
携
え
て
入
宋
し
、
知

礼
に
謁
し
て
答
釈
を
請
い
、
知
礼
は
こ
れ
に
対
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
決
裁
を
行
な
っ
た
。
こ
の
質
疑
は
比
叡
山
の
学
場
を
代
表
し
て
源
信

が
立
案
し
た
も
の
で
、
質
疑
も
答
釈
も
四
明
教
行
録
巻
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寂
照
は
丞
相
丁
晉
の
知
遇
を
得
、
知
礼
の
答
釈
を
得
て

帰
国
し
よ
う
と
し
た
が
丁
晉
が
強
く
こ
れ
を
留
め
た
の
で
、
日
本
か
ら
同
伴
し
て
き
た
延
段
な
ど
に
答
釈
を
附
し
て
帰
ら
し
め
、
後
に
蘇

州
僧
録
司
に
任
ぜ
ら
れ
七
十
三
歳
を
も
っ
て
彼
地
で
寂
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
く
の
ご
と
く
源
信
は
知
礼
よ
り
も
十
一
年
早
く
世

を
去
っ
た
が
、
生
前
中
は
積
極
的
に
中
国
の
佛
学
者
た
ち
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
源
清
は
山
外
派
の
代
表
者
で

り
、
知
礼
は
山
家
派
の
指
導
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
天
台
と
中
国
天
台
の
指
導
者
相
互
の
あ
い
だ
に
書
簡
や
著
書
、
あ
る
い
は
質
疑
や

あ
答
釈
な
ど
を
通
じ
て
直
接
に
深
い
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
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か
ら
贈
ら
れ
た
五
書
の
う
ち
で
現
存
す
る
の
は
法
華
示
珠
折
と
龍
女
成
佛
義
の
み
で
あ
り
、
日
本
側
の
書
評
も
十
六
観
経
記
に
対
す
る
源
４

信
と
覚
運
の
破
文
、
及
び
法
華
龍
女
成
佛
権
実
疑
難
（
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
法
華
示
珠
指
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
れ
は
湛
然
の
十
不
二
門
を
源
清
が
註
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
荷
沢
神
会
の
禅
思
想
や
華
厳
教

学
に
拠
っ
て
十
不
一
’
一
門
を
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
の
題
を
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
広
略
二
門
を
分
け
広
釈

を
第
一
示
二
不
二
唯
心
実
相
《
第
二
示
一
一
迷
悟
法
界
縁
起
（
第
三
問
答
決
疑
と
し
、
第
一
門
で
十
法
界
が
す
べ
て
自
性
清
浄
智
体
妙
円
覚

性
の
一
念
清
浄
霊
知
で
あ
る
と
し
、
第
二
門
で
は
華
厳
に
拠
っ
て
染
浄
の
法
界
縁
起
を
明
か
し
、
第
三
門
で
は
心
・
佛
・
衆
生
の
三
法
無

差
の
義
を
一
念
清
浄
霊
知
の
真
心
の
立
場
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
修
性
不
二
門
の
と
こ
ろ
で
現
行
本
の
十
不
二
門
の
籍
智
起
修
と
い
う

０
○

句
を
原
本
で
は
籍
知
日
修
と
あ
っ
て
、
起
の
一
宇
は
後
人
が
誤
っ
て
加
増
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
荷
沢
禅
の
霊
知
を
発
起
す
る
こ

と
が
修
の
本
質
で
あ
る
と
云
照
天
台
の
十
乗
観
の
修
行
を
無
用
な
り
と
し
開
解
立
行
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
の
ち

に
知
礼
の
十
不
二
門
指
要
妙
に
お
い
て
痛
烈
に
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
天
台
側
の
破
文
が
現
存
し
な
い
の
で
、
日
本
側
の
実
因
や

勧
修
が
ど
の
よ
う
な
批
判
を
行
な
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
拙
著
「
天
台
性
具
思
想
論
」
第
四
章
「
山
外
派
の
実
相
論
」
第
二
節
「
奉

先
源
清
」
一
五
二
頁
参
照
）
。

し
か
し
十
六
観
経
記
に
対
す
る
破
文
は
現
存
す
る
し
、
十
六
観
経
記
も
も
と
真
宗
専
門
学
校
教
授
で
あ
っ
た
故
戸
松
憲
千
代
氏
が
源
信

や
覚
運
の
破
文
、
隆
国
の
安
養
集
、
良
慶
（
？
）
の
安
養
抄
、
良
忠
の
観
経
伝
通
記
、
聖
問
の
伝
通
記
糠
紗
、
決
答
疑
問
銘
心
紗
、
無
量

寿
経
紗
、
聖
聡
の
大
経
直
談
要
註
記
な
ど
、
二
十
種
の
日
本
側
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
き
わ
め
て
優
れ
た
精
密
な
方
法
で
要
文
の
復
元

を
行
っ
た
の
で
（
戸
松
憲
千
代
「
源
清
の
観
経
疏
顕
要
記
に
つ
い
て
」
宗
学
研
究
第
十
七
号
、
昭
和
十
四
年
三
月
）
、
こ
れ
を
現
存
の
破
文
と
対
照

す
れ
ば
両
者
の
論
議
内
容
を
か
な
り
く
わ
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
十
六
観
経
記
上
巻
に
対
す
る
源
信
の
破
文
は
つ
ぎ
の
如
く
で

上
納
｝
つ
（
》
○

一
、

源
清
が
浄
土
三
部
経
の
説
法
次
第
に
つ
い
て
大
経
を
先
、
小
経
を
次
、
観
経
を
後
の
順
と
す
る
に
あ
た
っ
て
少
し
も
明
証
を
挙
げ



四
、
源
清
は
久
遠
の
過
去
の
本
佛
が
は
じ
め
て
成
佛
し
た
と
き
、
先
佛
の
教
を
聞
く
こ
と
な
し
に
自
身
の
力
で
成
佛
し
た
と
し
た
が
、

法
華
文
句
記
の
本
具
の
佛
性
の
内
薫
に
よ
る
自
悟
と
し
て
い
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
解
釈
と
説
明
が
不
充
分
で
あ
る
。
こ

の
第
四
間
は
の
ち
に
知
礼
に
対
し
て
も
提
出
し
て
い
る
。

五
、
つ
ぎ
は
第
四
間
に
関
聯
し
て
衆
生
に
つ
い
て
も
始
源
の
段
階
を
考
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
源
清
の
解

説
に
は
大
乗
の
生
死
無
始
の
原
理
の
理
解
が
足
り
な
い
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
浬
藥
経
獅
子
軋
品
に
十
住
の
菩
薩
が
無
明
の
終
を
見
る
が

無
明
の
始
を
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
、
佛
の
み
無
明
の
始
終
を
見
る
と
説
き
、
文
句
の
臂
職
品
の
釈
に
も
忽
然
火
起
焚
焼
舎
宅
の
文
を
本
無

此
苦
、
無
明
故
有
と
云
っ
て
い
る
の
で
、
無
明
に
始
め
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
た
疑
問
で
あ
っ
て
、
す
で
に
湛
然
も
浄

名
記
下
に
浬
藥
経
の
文
を
採
り
あ
げ
て
ゞ
十
住
見
終
と
い
う
の
は
一
分
の
無
明
を
断
ず
る
と
こ
ろ
を
指
し
、
一
分
の
無
明
の
終
り
を
見
る

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
無
明
に
終
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
・
佛
は
無
明
を
完
全
に
断
じ
た
ひ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
初
め
の
無

明
以
前
に
還
本
し
た
と
い
う
意
味
で
見
初
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
無
明
に
始
め
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
台
宗
一
首
題

巻
二
の
生
死
始
終
の
論
目
が
こ
れ
を
中
心
と
し
て
お
り
、
す
で
に
源
信
の
当
時
重
要
な
論
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
、
源
清
が
真
如
に
覚
と
不
覚
の
義
が
あ
る
と
云
い
、
不
覚
を
本
迷
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。

七
、
法
報
応
の
三
身
を
三
諦
に
配
当
し
て
い
る
文
に
脱
落
が
あ
る
。

八
、
天
台
疏
の
菩
薩
勝
妙
五
欲
令
迦
葉
起
舞
の
文
を
源
渭
が
大
樹
緊
那
羅
王
経
を
引
い
て
巧
に
解
説
し
て
い
る
の
は
激
賞
に
値
す
る
と

視
し
て
い
る
。

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
、
四
十
八
願
の
第
三
、
第
三
十
一
、
第
三
土
一
の
願
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
誤
っ
て
こ
れ
を
第
二
、
第
三
十
、
第
三
十
一

る
と
註
し
て
い
る
こ
と
、

三
、
天
台
観
経
疏
に
五
無
間
即
解
脱
想
と
云
っ
て
い
、
る
の
に
源
渭
が
五
無
間
の
み
を
釈
し
、
こ
の
五
無
間
が
即
解
脱
で
あ
る
こ
と
を
無

の
願
で
あ
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九
、
源
清
の
名
・
体
・
宗
・
用
・
教
の
定
義
も
適
切
で
あ
る
と
い
う
。

一
○
、
天
台
疏
に
四
土
を
浄
微
二
士
に
分
け
五
濁
軽
重
同
居
浄
微
、
休
析
巧
拙
有
余
浄
臓
、
次
第
頓
入
実
報
浄
微
、
分
証
究
寛
寂
光
浄

微
と
あ
る
の
を
、
源
清
が
寂
光
士
の
微
士
と
は
三
賢
十
聖
の
住
む
実
報
土
で
あ
る
と
し
た
点
を
指
摘
し
、
三
賢
十
聖
は
報
土
に
住
み
寂
光

士
は
法
身
佛
の
土
で
あ
る
の
に
、
“
な
ぜ
実
報
土
を
ば
寂
光
土
の
稔
士
と
す
る
か
、
そ
の
点
が
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
。

二
、
天
台
疏
で
観
経
を
た
だ
頓
教
と
規
定
し
て
い
る
の
に
、
源
渭
が
新
し
く
円
教
で
あ
る
と
云
い
、
判
円
為
頓
と
し
て
い
る
が
↑
法

華
と
同
じ
純
円
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
帯
権
の
円
で
あ
る
か
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
が
顕
要
記
上
巻
に
対
す
る
源
信
の
破
文
の
内
容
で
あ
っ
て
、
一
、
二
点
源
清
の
解
説
の
妙
処
を
挙
げ
て
讃
辞
を
送
っ
て
い
る
ほ
か

は
、
い
ず
れ
も
率
直
に
顕
要
記
の
難
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
る
に
覚
運
の
破
文
の
方
は
源
信
よ
り
も
穏
か
で
あ
り
、
ま
ず
初
頭
に
分

得
大
宋
国
奉
先
寺
源
和
尚
観
無
量
寿
経
疏
顕
要
記
下
巻
。
文
義
備
芙
。
理
趣
明
美
。
巻
詩
讃
仰
、
慕
道
欣
義
。
今
録
疑
慮
重
求
幽
玄
而

已
と
敬
意
を
表
し
、
次
の
如
く
批
評
し
た
。

一
、
天
台
疏
の
天
住
・
梵
住
・
聖
住
・
佛
住
の
四
位
の
な
か
の
聖
住
を
説
明
す
る
に
当
っ
て
、
梵
住
の
内
容
た
る
有
覚
有
観
・
無
覚

有
観
・
無
覚
無
観
の
三
義
を
使
用
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
。

二
、
天
台
疏
で
章
提
が
は
じ
め
阿
難
や
目
連
産
請
す
る
文
を
請
人
と
請
法
に
分
け
、
請
人
の
段
で
は
阿
難
・
目
連
・
佛
の
来
臨
を
請
い
、

請
法
の
段
で
は
往
生
す
霜
へ
き
浄
土
と
往
生
の
因
に
つ
い
て
の
教
法
を
請
う
た
と
し
て
い
る
の
に
、
源
渭
は
請
法
を
ば
求
請
の
儀
式
の
義
に

し
、
一
朝
之
益
不
悔
夕
死
と
い
う
。

曲
解
し
て
い
る

三
、
観
経
の
五
苦
を
天
台
奉

と
い
う
の
は
穏
当
で
は
な
い
。

四
、
第
八
像
観
の
と
こ
ろ
で
天
台
疏
が
又
法
界
身
是
佛
身
無
所
不
遍
法
界
為
体
と
註
し
て
い
る
の
に
、
源
清
が
法
報
応
の
三
身
の
量
が

観
経
の
五
苦
を
天
台
疏
で
五
道
非
楽
故
云
五
苦
と
釈
し
て
い
る
の
に
、
源
清
が
苦
の
字
は
誤
字
で
あ
っ
て
五
悪
と
す
べ
き
で
あ
る

６



法
界
と
等
し
い
義
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
応
身
が
法
界
に
遍
満
す
る
と
い
う
の
は
不
当
で
は
な
い
の
か
。

五
、
観
経
に
観
音
の
身
量
を
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
十
の
字
、
あ
る
い
は
八
の
字
を
除
い
て
八
万
億
那

由
他
由
旬
と
か
十
万
億
那
由
他
由
旬
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
自
由
改
訂
を
許
す
こ
と
が
正
し
い
で
あ
ろ
う

か
。
佛
や
観
音
ば
か
り
で
な
く
、
宝
樹
や
宝
座
の
華
葉
な
ど
の
量
も
不
自
然
で
あ
っ
て
、
も
し
不
自
然
で
あ
れ
ば
い
ち
い
ち
改
訂
し
て
よ

六
、
他
生
観
の
と
こ
ろ
で
天
台
疏
が
浄
土
論
の
二
乗
不
得
生
の
文
を
引
い
て
会
釈
し
て
い
る
の
に
、
源
清
は
大
経
の
文
に
拠
て
浄
土
の

声
聞
は
小
乗
に
非
ず
大
乗
の
声
聞
で
あ
る
が
ゆ
え
に
神
智
洞
達
で
あ
る
と
い
う
の
は
不
穏
当
で
あ
る
。
む
し
ろ
天
台
疏
の
正
処
小
行
不
生
、

要
由
垂
終
発
大
乗
種
乃
得
生
と
い
う
解
釈
の
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

七
、
天
台
疏
で
は
逆
誘
摂
不
の
問
題
を
二
点
か
ら
論
じ
、
人
に
約
し
た
場
合
に
は
造
罪
に
上
下
の
二
種
が
あ
り
、
造
罪
の
の
ち
に
重
悔

あ
る
も
の
が
上
根
で
あ
っ
て
往
生
で
き
る
が
、
重
悔
し
な
い
下
根
の
も
の
は
往
生
で
き
な
い
か
ら
、
大
経
は
下
根
に
約
し
て
逆
誇
不
摂
と

説
き
、
観
経
は
上
根
に
約
し
て
逆
誘
の
往
生
を
説
く
。
さ
ら
に
行
に
約
し
て
、
行
に
定
散
の
二
善
が
あ
り
散
善
は
力
が
弱
い
か
ら
五
逆
を

減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
大
経
で
は
逆
誘
不
摂
を
説
く
が
、
観
経
は
定
善
を
説
く
が
ゆ
え
に
五
逆
の
往
生
を
可
能
と
す
る
と
説
い

て
い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
源
清
は
大
経
の
十
念
を
単
な
る
称
名
の
念
佛
に
す
ぎ
ぬ
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
観
経
の
念
佛
は
善
知
識
に
教

え
ら
れ
命
終
の
と
き
四
弘
誓
願
を
発
し
深
く
法
性
を
信
じ
他
心
の
間
雑
す
る
こ
と
な
き
十
念
の
念
佛
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
念
左
に
八
十
億

劫
の
罪
を
除
減
し
、
命
終
得
生
の
の
ち
に
観
音
勢
至
の
説
法
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
大
経
と
は
異
っ
て
観
経
の
十
念
に
は
重
悔

や
定
善
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
大
経
と
観
経
の
十
念
は
む
し
ろ
同
一
の
も
の
と
す
蕊
へ
き
で
は
な
い
の
か
、
お
な
じ
逆
誘
の
も

の
が
と
き
に
往
生
し
；
と
き
に
往
生
で
き
な
い
の
は
過
去
の
宿
善
の
有
無
に
よ
る
と
す
蕊
へ
き
で
は
な
い
か
。

以
上
の
ほ
か
天
台
疏
の
上
品
中
生
の
釈
の
四
種
受
記
、
中
品
上
生
の
釈
の
三
明
と
決
定
不
生
の
声
聞
の
問
題
が
あ
る
が
、
煩
を
恐
れ
て

省
略
す
る
（
恵
信
僧
都
全
集
第
一
巻
・
四
三
九
頁
以
下
参
照
）
。
観
経
疏
顕
要
記
に
対
す
る
源
信
と
覚
運
の
書
評
の
大
要
は
以
上
の
如
く
で
ぁ

い
の
か

」
、
、

｜
／
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一
、
法
華
経
は
三
周
説
法
に
よ
っ
て
作
佛
の
記
薊
を
授
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
初
住
の
記
薊
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
妙
覚
佛
の
記
副
で
あ

る
か
。
文
句
な
ど
で
は
し
き
り
に
八
相
浅
近
の
記
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
か
ら
、
初
住
の
記
荊
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
若
し
初

住
佛
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
華
経
は
円
頓
速
疾
の
成
佛
を
説
く
と
云
っ
て
も
妙
覚
佛
に
な
る
た
め
に
は
さ
ら
に
一
生
・
二
生
．
あ
る
い
は

無
数
劫
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
源
信
の
質
疑
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
三
周
説
法
の
記
薊

が
初
住
に
限
ら
ず
妙
覚
佛
を
も
含
み
、
舎
利
弗
の
如
き
上
根
利
智
の
も
の
は
妙
覚
位
に
も
超
入
で
き
る
が
、
た
だ
最
低
の
も
の
を
指
し
て

容
に
つ
い
て
概
説
し
よ
う
。

源
信
や
覚
運
の
書
評
、
十
不
二
門
示
珠
指
そ
の
他
に
対
す
る
書
評
、
及
び
源
渭
が
要
請
し
た
般
若
経
疏
以
下
五
部
の
教
籍
が
日
本
か
ら

宋
国
へ
送
ら
れ
た
の
は
、
源
渭
の
死
後
、
す
な
わ
ち
覚
慶
が
日
本
天
台
宗
の
座
主
に
新
補
さ
れ
た
長
徳
四
年
（
九
九
八
年
）
以
後
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
問
も
な
い
一
○
○
三
年
、
源
信
の
門
人
寂
照
が
入
宋
し
た
。
そ
の
と
き
源
信
は
日
本
天
台
を
代
表
し
て
四
明
知
礼
に
対

す
る
間
目
二
十
七
条
を
寂
照
に
託
し
、
こ
れ
に
対
す
る
知
礼
の
決
答
を
要
請
し
た
。
そ
こ
で
知
礼
は
こ
れ
に
対
し
て
い
ち
い
ち
解
答
を
与

え
た
。
大
正
蔵
経
第
四
十
六
巻
所
収
の
四
明
教
行
録
巻
四
に
間
目
と
決
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
源
信
の
質
疑
と
知
礼
の
決
答
の
内

る
。
こ
の
書
評
が
宋
国
へ
送
ら
れ
た
の
は
す
で
に
源
渭
の
残
し
た
後
で
あ
っ
た
の
で
捗
こ
れ
に
対
す
る
中
国
天
台
山
外
派
の
反
応
は
な
か

っ
た
が
、
以
上
に
よ
っ
て
慈
慧
僧
正
及
び
そ
の
門
下
の
源
信
や
覚
運
等
を
中
心
と
し
て
浄
土
教
研
究
の
黄
金
期
に
達
し
て
い
た
日
本
天
台

の
充
実
し
た
状
況
と
、
研
究
資
料
の
散
逸
に
苦
し
み
な
が
ら
天
台
観
経
疏
の
研
究
の
道
を
州
拓
し
、
当
時
天
台
浄
土
教
の
一
方
の
権
威
と

し
て
の
貫
録
を
保
持
し
て
い
た
源
清
の
面
目
を
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
顕
要
記
と
こ
れ
に
対
す
る
源
信
や
覚
連
の
破
文
を
対
照
す
る

と
き
つ
ぎ
の
点
に
注
意
せ
し
め
ら
れ
る
。
顕
要
記
が
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
観
経
疏
の
原
典
的
な
解
説
に
終
始
し
、
し
か
も
研
究
資
料
の
不

足
の
た
め
に
思
い
が
け
な
い
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
観
経
の
平
板
な
解
説
に
終
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

四
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初
住
と
す
る
の
み
で
、
無
数
劫
を
経
る
の
は
衆
生
済
度
の
行
の
た
め
で
妙
覚
位
へ
の
証
入
の
た
め
で
は
な
い
と
い
う
。

源
信
が
提
出
し
た
こ
の
間
目
は
宗
要
柏
原
案
立
や
台
宗
二
百
題
な
ど
に
三
周
証
入
と
か
法
華
授
記
と
い
う
間
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
・
柏
原
案
立
は
も
と
慈
慧
僧
正
良
源
が
問
題
を
二
百
種
選
び
、
門
下
の
源
信
、
覚
運
、
寛
印
等
が
大
い
に
討
究
を
行
な
っ
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
起
信
論
、
法
華
論
、
三
論
、
法
相
な
ど
の
通
説
か
ら
云
え
ば
、
法
華
経
に
声
聞
の
受
記
を
説
い
て
い
て
も
、
こ
れ
は
せ
い

ぜ
い
十
信
の
初
信
に
お
い
て
授
記
す
る
に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
。
け
れ
ど
も
日
本
天
台
宗
の
常
識
と
し
て
は
初
住
位
に
証
入
し
た
と
こ
ろ
で
授

記
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
な
お
無
数
劫
の
あ
い
だ
佛
国
荘
厳
の
因
を
成
就
す
る
た
め
に
衆
生
済
度
の
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

授
記
の
と
き
に
初
住
位
に
証
入
し
て
い
る
か
ら
、
迩
門
で
八
相
の
記
薊
を
与
え
て
い
る
の
は
、
初
住
の
徳
を
外
に
現
わ
す
こ
と
を
意
味
す

る
に
す
ぎ
な
い
。
本
門
で
は
一
生
と
か
八
生
の
記
薊
を
与
え
、
そ
れ
が
妙
覚
の
こ
と
で
あ
る
か
否
か
明
か
で
な
い
が
、
本
門
の
授
記
は
す

で
に
二
住
以
上
等
覚
位
に
達
し
て
い
る
菩
薩
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
、
妙
覚
の
記
副
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
宗
要
柏
原
案
立
巻
五
・
及
び
巻
六
・
大
正
七
四
・
五
三
一
頁
・
五
四
○
頁
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
日
本
天
台
の
精
密
な
見
解
に
比
較
す
る
と
き
知

礼
の
決
答
は
や
や
単
調
に
す
ぎ
る
傾
き
が
あ
る
。

二
、
別
教
で
は
初
住
位
で
見
思
二
惑
を
断
尽
す
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
の
に
、
文
句
第
五
下
に
身
子
六
心
中
退
と
あ
り
（
大
正
三

四
・
六
九
頁
）
、
記
の
な
か
で
六
心
中
退
者
準
喫
略
意
、
身
子
於
十
住
中
第
六
心
退
、
恐
是
爾
前
見
思
倶
断
、
至
第
六
心
時
、
見
猫
未
尽
、

六
心
尚
退
（
大
正
三
四
・
三
〈
四
頁
）
と
い
う
文
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
と
い
う
。
知
礼
は
こ
れ
に
対
し
て
、
通
説
か
ら
云
え
ば
、
教
門
と

し
て
は
第
六
心
で
見
思
の
惑
を
断
ず
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
と
し
て
は
見
思
の
余
残
が
働
い
て
い
る
た
め
悪
道
に
退
堕
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
湛
然
は
義
に
よ
っ
て
蝋
酌
し
て
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
答
し
て
い
る
。

三
、
化
城
職
品
に
大
通
智
勝
如
来
と
十
六
王
子
が
無
量
無
辺
の
過
去
か
ら
法
華
を
説
き
つ
づ
け
た
こ
と
を
説
く
文
に
つ
い
て
、
文
句
に

大
乗
の
説
法
を
聞
い
て
す
で
に
成
佛
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
退
大
の
も
の
や
小
乗
の
み
を
聞
く
も
の
が
現
在
得
道
で
き
な
い
ま
ま

で
残
っ
て
い
る
と
註
し
、
問
答
を
立
て
、
無
量
無
辺
の
劫
の
問
修
行
し
て
も
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
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難
行
で
あ
り
す
ぎ
は
し
な
い
か
と
問
い
、
そ
の
答
文
に
こ
れ
は
佛
道
を
安
易
な
も
の
と
考
え
る
の
を
防
が
ん
が
た
め
四
悉
檀
に
よ
っ
て
説

い
た
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
（
大
正
三
四
・
一
○
○
頁
ａ
）
。
そ
こ
で
源
信
は
大
通
如
来
の
無
数
劫
の
説
法
が
実
事
で
あ
る
と
す
れ
ば

四
悉
檀
の
み
で
説
法
時
期
の
長
短
を
左
右
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
実
事
で
な
い
と
す
れ
ば
経
説
の
椎
実
の
区
別
が
不
明
確
と
な
る
で

は
な
い
か
と
質
ね
る
。
知
礼
は
こ
れ
に
対
し
て
厳
密
に
は
過
去
久
遠
の
因
事
は
寿
量
品
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
化
城
品
で
遠
寿
を
説

い
て
い
る
の
も
決
し
て
虚
談
で
は
な
く
実
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
華
経
の
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
文
句
が
悉
檀
の
こ
と
を
云
う
の
は
弘
教

の
方
便
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
解
答
し
て
い
る
。

四
、
宝
塔
品
に
釈
迦
の
分
身
の
来
集
を
説
い
て
い
る
が
、
智
度
論
に
は
白
銀
世
界
に
辞
支
佛
、
黄
金
世
界
に
阿
羅
漢
の
み
が
住
ん
で
い

る
と
云
っ
て
お
り
、
法
華
経
の
佛
光
所
照
の
分
身
国
土
は
す
罰
へ
て
玻
潔
を
地
と
す
る
と
説
い
て
白
銀
世
界
や
黄
金
世
界
に
言
及
し
て
い
な

い
か
ら
、
こ
れ
ら
二
世
界
の
分
身
は
来
集
し
な
か
っ
た
か
。
畔
支
佛
や
阿
羅
漢
が
来
集
し
て
も
多
分
に
約
し
て
菩
薩
が
来
集
し
た
と
い
う

の
か
。
然
り
と
す
れ
ば
十
方
佛
土
唯
有
一
乗
の
文
と
矛
盾
す
る
。
来
集
し
な
い
と
す
れ
ば
分
身
の
全
体
が
一
処
に
来
集
す
る
こ
と
を
要
請

し
た
多
宝
如
来
の
願
望
と
矛
盾
し
な
い
か
。
以
上
が
源
信
の
質
疑
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
大
地
が
玻
難
で
あ
っ
て
も
樹
木
や
宮

殿
が
白
銀
や
黄
金
で
あ
れ
ば
白
銀
世
界
と
か
黄
金
世
界
と
名
付
け
る
か
ら
、
必
し
も
智
度
論
の
文
に
拘
泥
す
寺
へ
き
で
な
い
し
、
も
と
は
辞

支
佛
や
阿
羅
漢
で
あ
っ
て
も
来
集
の
と
き
は
諸
佛
に
同
じ
て
菩
薩
と
化
し
て
も
さ
し
つ
か
え
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
問
題
は
柏
原
案
立
巻

二
（
大
正
七
四
・
四
五
八
頁
）
及
び
台
宗
二
百
題
巻
一
の
爾
前
分
身
の
項
に
出
て
い
る
。

五
、
提
婆
品
に
娑
堪
羅
龍
宮
が
大
海
よ
り
湧
出
す
る
と
い
う
文
が
あ
り
、
文
句
記
に
三
説
を
挙
げ
、
そ
の
第
二
に
海
衆
縦
移
而
龍
宮
不

動
、
龍
謂
不
動
而
所
居
已
変
、
従
変
而
不
変
処
来
、
有
何
不
可
と
あ
る
の
で
（
大
正
三
四
・
一
三
四
頁
ｂ
）
、
源
信
は
さ
き
に
龍
宮
を
不
動

と
云
い
、
後
で
已
変
と
い
う
の
は
矛
盾
し
な
い
が
、
不
変
に
し
て
変
な
る
処
は
ど
こ
か
、
大
海
と
す
れ
ば
大
海
不
動
と
い
う
べ
き
で
あ
る

の
に
龍
宮
不
動
と
云
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
質
ね
る
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
海
衆
縦
移
の
句
に
注
目
し
、
海
衆
の
多
く
は
如
来
の

神
力
に
よ
っ
て
瑠
難
の
大
地
に
変
ず
る
の
を
見
る
も
娑
娼
龍
な
ど
は
神
力
を
被
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
依
然
と
し
て
海
中
に
あ
る
と
見
る
。
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大
海
か
ら
娑
娼
龍
の
王
宮
が
自
然
に
湧
出
す
る
の
を
変
に
し
て
不
変
と
す
る
の
は
か
か
る
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

六
、
文
句
の
寿
量
品
の
釈
に
華
厳
寂
滅
道
場
、
大
経
超
前
九
劫
、
皆
成
方
便
と
あ
る
が
（
大
正
三
四
・
二
一
七
頁
ｂ
）
、
大
経
で
は
超
十

二
劫
と
あ
る
で
は
な
い
か
と
質
し
た
の
に
対
し
て
、
知
礼
は
九
劫
を
誤
っ
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

七
、
文
句
の
分
別
功
徳
品
の
釈
に
智
徳
と
断
徳
を
説
い
て
或
可
一
人
一
時
有
八
番
増
（
＋
損
？
）
、
或
可
一
世
、
或
八
世
、
或
無
量
世
、
或

可
一
念
、
或
可
八
念
、
或
無
量
念
と
あ
る
が
（
大
正
三
四
・
一
三
六
頁
Ｃ
）
、
こ
れ
は
同
じ
く
文
句
巻
四
上
の
間
三
根
入
初
住
位
＄
猶
有
利

鈍
不
、
更
起
縁
修
、
有
優
劣
不
。
答
此
同
位
人
、
無
復
勝
負
、
真
修
体
融
、
寧
得
有
異
耶
（
同
上
・
四
七
頁
ａ
）
の
文
と
矛
盾
し
な
い
か
。

も
し
一
念
八
念
無
量
世
の
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
現
生
で
は
妙
覚
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
龍
女
の
速
疾

成
佛
を
天
台
で
は
な
ぜ
初
住
位
と
す
る
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
初
住
位
に
入
れ
ば
、
た
と
い
縁
修
を
行
じ
て
も
三
根
の
差
別
は
な
い
。

し
か
し
差
別
が
な
い
と
い
う
の
は
行
人
の
根
性
に
つ
い
て
、
い
う
の
で
あ
っ
て
、
現
実
の
増
道
損
生
に
は
遅
速
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、
一

念
八
念
三
世
八
世
の
相
違
が
あ
る
と
説
く
と
答
え
る
。
柏
原
案
立
の
住
上
超
次
は
こ
れ
を
論
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
大
正
七
四
・
四
七
五

頁
）
。
台
宗
二
百
題
巻
三
に
も
出
て
い
る
。

八
、
随
喜
功
徳
品
に
法
華
を
聞
い
て
一
念
随
喜
す
る
功
徳
が
無
量
無
辺
な
り
と
説
き
、
最
後
の
勧
発
品
で
成
就
四
法
能
得
是
経
と
説
い

て
い
る
が
、
文
句
で
は
得
是
経
と
は
手
得
の
こ
と
で
は
な
く
法
華
の
真
義
を
得
達
す
る
義
な
り
と
い
う
。
し
か
し
般
若
経
に
は
経
巻
を
手

執
す
る
功
徳
も
説
い
て
い
る
が
如
何
？
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
事
実
と
し
て
は
手
執
を
指
し
て
も
さ
し
つ
か
え
は
な
い
が
、
手
執
の
ほ

か
に
内
解
の
義
が
あ
る
、
へ
き
だ
と
解
答
し
て
い
る
。

九
、
文
句
の
法
師
功
徳
品
の
釈
に
梵
王
が
天
眼
に
よ
っ
て
大
千
世
界
を
遍
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
風
輪
に
妨
げ
ら
れ
て
そ
の
外
の

世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
、
こ
れ
に
対
し
て
大
羅
漢
は
大
千
世
界
、
辞
支
佛
は
百
佛
世
界
を
見
て
風
輪
に
妨
げ
ら
れ
ぬ
と
い
う
。
と
こ

ろ
で
智
度
論
で
は
少
の
用
心
で
二
千
世
界
、
大
の
用
心
で
大
千
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
十
住
毘
婆
沙
論
で
は
二
乗
の

神
通
は
大
千
世
界
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
。
然
ら
ば
文
句
に
お
い
て
な
ぜ
梵
王
が
大
千
世
界
を
見
、
辞
支
佛
が
百
佛
世
界
を
見

11
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一
四
、
文
句
の
普
賢
品
の
普
賢
の
釈
に
普
は
伏
の
普
遍
の
極
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
普
と
云
い
、
断
の
極
の
前
段
で
あ
る
か
ら
賢
と
呼
び
、

し
た
が
っ
て
等
覚
以
下
第
十
地
も
周
極
に
非
ず
と
註
し
て
い
る
の
を
（
大
正
一
画
・
一
四
八
頁
ａ
）
、
文
句
記
に
十
地
但
断
四
十
品
尽
、
非

０
０
０

断
伏
極
、
知
非
普
賢
義
と
釈
し
て
い
る
（
同
上
・
三
五
九
ａ
）
。
と
こ
ろ
が
源
信
の
当
時
、
文
句
記
の
こ
の
文
を
十
地
但
断
十
二
品
尽
、
非

断
伏
極
、
知
非
普
賢
義
と
す
る
写
本
が
あ
っ
、
た
た
め
、
十
二
品
を
断
じ
て
は
等
覚
に
相
当
す
る
普
賢
の
行
位
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
で
は

る
と
い
う
の
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
二
乗
に
も
蔵
教
二
乗
と
通
教
二
乗
の
別
が
あ
り
、
ま
ず
大
用
心
の
も
の
は
大
千
世
界
を
見
、
一

般
多
数
の
声
聞
は
小
千
世
界
を
見
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
辞
支
佛
に
も
習
気
の
尽
滅
の
程
度
の
相
違
に
応
じ
て
所
見
も
異
る
。
文
に
執
わ

れ
ず
義
を
以
て
理
解
す
《
へ
き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

一
○
、
不
暇
品
に
不
軽
行
を
行
じ
て
～
疾
に
成
佛
す
る
こ
と
を
得
と
説
い
て
い
る
が
、
不
軽
行
は
久
遠
本
佛
の
成
佛
の
前
と
す
今
へ
き
か
、

そ
れ
と
も
成
佛
の
後
と
す
今
へ
き
か
。
前
と
す
れ
ば
不
軽
を
近
迩
と
す
る
文
句
の
寿
量
品
の
釈
と
矛
盾
す
る
し
、
成
佛
の
後
と
す
れ
ば
誰
も

不
軽
行
に
よ
っ
て
速
疾
成
佛
し
た
と
は
信
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
前
と
す
れ
ば
成
佛
の
実
因
で
あ
り
、
後
と
す
れ
ば

浄
佛
国
土
の
因
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
に
し
て
も
不
軽
行
が
正
因
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

二
、
文
句
の
蛎
累
品
の
釈
に
佛
以
一
権
智
善
巧
之
手
、
摩
三
千
三
百
那
由
他
国
土
側
塞
虚
空
諸
菩
薩
実
智
之
頂
と
い
う
。
三
千
一
二
百

那
由
他
国
土
は
三
変
土
田
の
浄
土
と
解
し
て
よ
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
理
に
拠
て
の
解
と
し
て
承
認
し
て
い
る
。

一
二
、
文
句
記
に
正
法
華
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
宝
掌
菩
薩
の
ほ
か
に
宝
印
首
菩
薩
あ
り
と
し
、
印
首
菩
薩
を
加
え
て
三
人
菩
朧
が
あ
る

と
い
う
の
を
疑
問
と
し
て
い
る
。
知
礼
は
こ
れ
に
つ
い
て
湛
然
所
見
の
正
法
華
に
三
菩
薩
の
名
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
い
る
。

一
三
、
文
句
の
普
門
品
の
疏
に
自
有
多
苦
苦
一
人
・
多
人
受
一
苦
・
一
人
受
多
苦
．
一
人
受
少
苦
の
四
苦
分
別
が
あ
る
が
（
大
正
三
四
・

一
四
六
ａ
）
、
第
三
句
の
一
人
受
多
苦
は
第
一
句
と
同
義
で
あ
る
か
ら
多
人
受
多
苦
と
す
蕊
へ
き
で
は
な
い
か
と
問
い
、
知
礼
も
こ
れ
に
賛
成

し
て
ハ
る
。
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な
い
か
と
源
信
が
質
ね
、
知
礼
は
日
本
の
写
本
の
誤
謬
で
あ
ろ
う
と
明
快
に
答
え
て
い
る
。

一
五
、
最
初
の
佛
は
無
教
自
悟
で
あ
る
か
、
無
教
自
悟
と
す
れ
ば
無
因
有
果
と
な
り
、
有
教
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
無
窮
の
過
誤
に
お
ち

入
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
源
清
に
提
出
し
た
質
疑
と
同
一
で
あ
る
が
、
知
礼
も
源
清
と
同
じ
く
最
初
の
本
佛
は
無
師
自
悟
で
あ
る
が
文

句
記
の
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
内
重
自
悟
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
因
有
果
で
は
な
い
と
い
う
。

一
六
、
南
岳
の
法
華
慨
に
過
去
二
万
億
日
月
燈
明
佛
と
か
未
来
具
足
千
万
光
相
荘
厳
佛
と
い
う
佛
名
が
出
て
い
る
が
、
法
華
経
で
は
億

と
か
荘
厳
と
い
う
字
は
な
い
か
ら
三
字
を
削
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
相
似
位
に
達
し
た
南
岳
で
あ
る
か
ら
、
然

る
・
へ
き
理
由
が
あ
る
と
考
う
琴
へ
き
で
あ
る
の
で
軽
率
に
削
除
す
琴
へ
き
で
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
さ
て
南
岳
慧
思
に
法
華
隙
法
の
撰
述
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
源
信
の
二
十
七
間
目
の
ほ
か
に
は
あ
ま
り
記
録
し
て
い
な
い
。
南
岳
の
法
華
経
安
楽
行
義
に
過
去
日
月
浄

明
徳
佛
の
名
は
出
て
い
る
が
二
万
億
の
三
字
は
な
い
し
、
未
来
具
足
千
万
光
相
荘
厳
佛
の
名
も
出
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
天
台
智
甑
の
法

華
三
昧
峨
儀
第
六
の
礼
佛
方
法
を
明
か
す
と
こ
ろ
に
は
一
心
敬
礼
法
華
経
中
過
去
二
万
億
日
月
燈
明
佛
大
通
智
勝
佛
十
六
王
子
等
過
去
一

切
諸
佛
（
中
略
）
、
一
心
敬
礼
法
華
経
中
未
来
華
光
佛
具
足
千
万
光
相
佛
等
一
切
未
来
諸
佛
と
あ
る
（
大
正
四
六
・
九
五
一
頁
）
。
し
か
し
荘

厳
の
二
字
は
な
い
か
ら
、
確
定
的
な
こ
と
は
云
え
な
い
が
、
む
し
ろ
智
顎
の
法
華
三
昧
戯
儀
に
拠
っ
た
と
推
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
七
、
妙
玄
巻
六
下
の
神
通
妙
の
釈
の
と
こ
ろ
で
国
土
の
苦
楽
が
衆
生
に
因
る
も
の
で
佛
が
造
る
の
で
な
い
と
い
う
義
、
及
び
佛
が
造

る
の
で
あ
っ
て
衆
生
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
二
義
を
挙
げ
て
い
る
が
（
大
正
三
三
・
七
五
一
頁
ｂ
）
、
も
し
佛
が
国
土
の
苦
楽
を
造
る

と
す
れ
ば
衆
生
自
身
の
悪
業
に
果
報
が
な
く
、
如
来
も
ま
た
大
悲
の
如
来
で
は
あ
り
得
な
く
な
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は

善
悪
の
因
を
造
っ
て
苦
楽
の
果
報
を
招
く
点
か
ら
云
え
ば
苦
楽
は
衆
生
が
作
る
の
で
あ
っ
て
佛
は
無
関
係
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
苦
楽
を
用

い
て
衆
生
を
折
伏
し
た
り
摂
受
す
る
点
か
ら
云
え
ば
、
佛
に
よ
っ
て
苦
楽
を
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
衆
生
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
佛
と
衆
生
と
を
別
箇
の
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
佛
と

云
え
ば
衆
生
の
佛
で
あ
り
、
衆
生
は
佛
の
衆
生
で
あ
っ
て
両
者
は
一
体
で
あ
る
。
衆
生
心
中
の
諸
佛
が
念
女
に
真
諦
を
証
悟
し
、
諸
佛
心

f つ
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内
の
衆
生
が
新
倉
に
悪
業
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
琴
へ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
衆
生
の
面
か
ら
見
れ
ば
苦
楽
の
す
べ
て
が
衆
生
の
作
り
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
佛
の
面
か
ら
見
れ
ば
苦
楽
の
す
ぺ
て
が
佛
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
明
快
な
解
答
で
あ
る
。

一
八
、
妙
玄
第
九
下
の
諭
用
章
に
本
門
の
得
益
に
つ
い
て
令
法
身
菩
薩
得
大
利
益
・
初
自
初
阿
・
終
隣
後
茶
・
抹
十
万
那
由
他
土
為
微

塵
数
・
増
道
菩
薩
不
能
令
尽
と
あ
る
が
（
大
正
三
三
・
七
九
六
ｃ
）
、
分
別
功
徳
品
で
は
三
千
大
千
世
界
や
中
千
世
界
、
あ
る
い
は
小
四
天

下
の
微
塵
数
菩
薩
の
得
益
を
説
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
十
万
那
由
他
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
過
大
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼

は
諸
方
面
の
那
由
他
小
国
土
を
そ
れ
ぞ
れ
大
千
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
十
方
世
界
を
微
塵
に
し
た
数
で
は
な
い
か
ら
、
決
し
て
過
大
で

一
九
、
釈
磯
第
五
に
不
動
三
味
を
解
説
す
る
と
こ
ろ
で
見
思
二
惑
を
俗
諦
の
所
破
と
し
て
い
る
が
、
真
諦
の
所
破
と
す
る
通
説
と
矛
盾

し
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
見
思
が
真
諦
に
よ
っ
て
破
せ
ら
れ
る
と
き
は
真
諦
三
昧
を
成
立
せ
し
め
る
、
け
れ
ど
も
不
動
三
昧
は

散
善
を
以
て
悪
業
を
破
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
俗
諦
の
所
破
と
い
う
尋
へ
き
で
あ
る
と
答
え
る
。

二
○
＄
止
観
巻
一
に
蔵
教
佛
の
神
通
を
一
心
作
一
、
不
得
衆
多
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
倶
舎
論
二
十
七
で
は
声
聞
の
神
通
は
一
心

作
一
で
あ
る
が
、
如
来
の
神
通
は
一
心
作
無
量
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
輔
行
に
も
蔵
教
佛
に
つ
い
て
化
主
語
時
化
事
即
語
↑
化
主
黙
時

化
事
即
黙
・
余
義
亦
爾
、
故
非
任
運
真
化
也
と
い
う
が
、
倶
舎
論
で
は
佛
の
神
通
に
つ
い
て
云
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
は
な
い
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
知
礼
は
化
主
と
化
事
と
が
語
黙
を
同
時
に
行
え
な
い
の
が
一
心
作
一
語
、
一
心
作
一
黙
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
不
動
の
ま
ま

応
化
す
る
大
乗
の
神
通
と
は
相
違
す
る
と
答
え
て
い
る
。

二
一
、
止
観
巻
三
下
に
別
接
通
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
空
仮
二
観
を
以
て
真
俗
二
諦
上
の
惑
逢
破
し
尽
し
中
道
を
聞
き
；
価
ち

観
を
修
し
無
明
を
破
し
能
く
八
相
成
佛
す
べ
し
と
云
っ
て
い
る
が
（
大
正
四
六
・
二
九
頁
ａ
）
、
こ
れ
は
現
生
で
十
地
位
に
入
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
別
教
の
行
人
す
ら
肉
身
で
十
地
に
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、
通
教
の
ひ
と
が
現
生
で
十
地
に
登
る
こ
と
は
不
合
理
で

な
い
か
。
知
礼
は
こ
れ
に
対
し
て
止
観
で
は
ど
こ
に
も
即
身
と
い
う
こ
と
を
云
っ
て
い
な
い
。
中
道
を
聞
く
こ
と
は
現
生
の
あ
い
だ
に
可

は
な
い
と
答
え
て
い
る

14.



能
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
修
観
は
一
生
と
は
限
ら
な
い
。
中
道
を
聞
い
て
後
と
い
う
こ
と
は
必
し
も
現
世
の
証
悟
を
意
味
す
る
わ
け
で

二
五
、
四
教
義
第
三
（
正
し
く
は
第
七
・
大
正
四
六
・
七
四
四
頁
ａ
ｂ
ｃ
？
）
で
は
、
蔵
教
の
菩
薩
が
三
僧
祇
劫
の
修
行
を
す
る
に
当
っ
て
、

第
二
僧
祇
劫
に
す
で
に
四
善
根
位
の
第
一
た
る
煉
位
に
入
り
、
第
三
僧
祇
劫
に
頂
位
に
入
る
と
あ
る
が
、
婆
沙
論
で
は
三
僧
祇
百
大
劫
の

修
行
を
終
え
て
道
樹
下
に
坐
し
始
め
て
四
善
根
位
に
入
る
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
知
礼
は
こ
の
疑
問
に
対
し
て
第
二
第
三
僧
祇
で
陣
頂
二

位
の
修
観
を
す
る
が
、
こ
れ
は
伏
惑
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
道
樹
下
に
坐
し
て
後
は
断
惑
の
た
め
に
四
諦
を
観
じ
、
三
十
四
心
に
断
結

成
道
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
台
と
婆
沙
論
の
説
は
全
然
異
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
答
え
た
。

二
六
、
天
台
諸
家
の
引
用
す
る
文
が
原
文
と
大
い
に
相
違
す
る
場
合
が
多
い
の
は
何
故
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
写
文
に
修
学
の
目

的
が
あ
る
の
で
は
な
く
義
理
の
把
握
を
主
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
相
違
す
る
如
く
見
え
て
も
実
は
相
違
し
て

王

フ

二
三
、
如
来
性
悪
の
思
想
は
起
信
論
の
対
治
邪
執
門
の
一
つ
の
邪
執
、
す
な
わ
ち
如
来
蔵
自
体
に
一
切
世
間
生
死
の
法
を
具
有
す
る
と

い
う
思
想
と
同
一
で
は
な
い
か
。
起
信
論
で
は
世
間
生
死
の
法
は
妄
有
で
あ
り
性
自
ら
は
本
無
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ

れ
に
対
し
て
知
礼
は
性
善
と
性
悪
は
体
具
で
あ
り
微
妙
法
門
で
あ
り
清
浄
の
功
徳
で
あ
っ
て
証
悟
し
て
も
消
失
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
性
悪
法
門
こ
そ
円
教
の
独
説
で
あ
り
、
と
く
に
外
道
の
神
変
の
思
想
を
排
し
て
円
教
の
感
応
義
を
成
立
せ
し
め
る
原
理
で
あ
る
と
い
う
。

二
四
、
四
教
義
巻
一
の
初
頭
に
佛
説
に
八
教
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
説
き
、
然
鹿
野
鶴
林
之
文
↑
七
処
八
会
之
教
、
豈
非
無
頓
漸
之
異
、

０

０

不
定
秘
密
之
殊
と
あ
る
が
（
大
正
四
六
・
七
一
二
頁
ａ
）
、
非
無
頓
漸
之
異
は
非
有
頓
漸
之
異
と
訂
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
問
い
、
こ
れ
に

対
し
て
知
礼
は
宋
国
本
で
は
豈
の
字
も
欠
け
、
非
頓
漸
之
異
と
あ
り
、
日
中
両
国
本
と
も
に
豈
非
頓
漸
之
異
と
訂
正
す
雲
へ
き
で
あ
る
と
い

は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

二
二
、
源
信
は
こ
こ
で
訓

て
解
答
を
保
留
し
て
い
る
。

源
信
は
こ
こ
で
止
観
の
蔵
教
四
聖
の
説
明
に
つ
い
て
新
旧
婆
沙
論
を
引
い
て
質
ね
て
い
る
が
、
知
礼
は
婆
沙
新
旧
未
検
と
云
っ
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二
七
、
五
百
間
論
は
湛
然
の
撰
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
誤
謬
が
多
い
か
ら
、
湛
然
の
撰
で
は
な
い
と
す
今
へ
き
で
は
な

い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
知
礼
は
宋
地
に
五
百
間
論
は
な
い
の
で
評
論
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。
（
未
完
）

（
本
年
八
月
二
十
六
日
よ
り
中
華
民
国
学
術
院
主
催
の
国
際
学
術
会
議
に
招
か
れ
、
共
通
テ
ー
マ
が
「
宋
・
元
・
明
代
に
お
け
る
内
外
の
思
想
の
交
流
」

で
あ
っ
た
の
で
、
わ
た
し
の
研
究
発
表
の
草
補
と
し
た
も
の
が
本
論
文
で
あ
る
。
）

い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
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